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主 な 内 容

議会だより  ………………………………２～５Ｐ
お知らせ  …………………………………６～７Ｐ
町長コラム  ……………………………………７Ｐ
いしいスナップ  ………………………………８Ｐ
健康メモ  ………………………………………９Ｐ
ふれあい広場  ……………………………１０～１１Ｐ
本人確認について  ……………………………１２Ｐ

町民のうごき 総　数　２６,８８３人 ・ 男　１２,７９３人 ・ 女　１４,０９０人 ・ 世帯数　９,５０５世帯　平成２０年５月１日現在

石井町の広報
『文字放送』　　　　（石井有線テレビ）　　　　　　毎日

『石井町政だより』　（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日

『ホームページ』　　  http://www.town.ishii.lg.jp/

広報いしいの発行日・発行回数が変わります

　これまで広報いしいは年４回（４月・７月・１０月・１月の
第４日曜日）に発行していましたが、今年から年６回の発行と
なります。発行日は奇数月の１５日です。

とくしまマラソン（４月２７日　三朗広場・六条大橋南詰） 
春の陽光の下、４,０４５人のランナーが４２.１９５袰に挑戦し、その
内３,８１４人が完走しました。たくさんの方が沿道で「ガンバ
レ！ガンバレ！」と声援をおくり、ランナーを勇気づけてい
ました。



　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
お

２０

い
て
は
、「
元
気
の
出
る
石
井
町
」、

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
石
井
町
」

を
目
指
し
、『
削
減
・
平
等
・
生
き

が
い
』
を
３
つ
の
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
、
一
般
行
政
経
費
の
節
減

合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率

的
な
配
分
を
行
い
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
起
債
措
置
と
基
金
の
取
り

崩
し
な
ど
に
よ
り
、
収
支
の
均
衡

を
図
り
ま
し
た
。

●
平
成　

年
度
石
井
町
一
般
会
計

２０

予
算

  
修
正
可
決

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
表
２
の
と
お
り

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
町
債　　

二
億
三
、
七
〇
〇
万
円

・
町
税

　

二
六
億
八
、
七
三
二
万
八
千
円

・
地
方
交
付
税

　

一
八
億
円

・
地
方
譲
与
税

　

一
億
九
〇
〇
万
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
国
民
健
康

２０

保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
総
務
費  

　

七
、
二
五
五
万
一
千
円

・
保
険
給
付
費

　

一
七
億
九
、
二
〇
五
万
五
千
円

・
共
同
事
業
拠
出
金

　
　

四
億
一
、
四
七
三
万
二
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
国
民
健
康
保
険
税

　
　

五
億
八
、
一
七
三
万
三
千
円

・
国
庫
支
出
金

　
　

七
億
一
、
一
〇
三
万
四
千
円

・
療
養
給
付
費
等
交
付
金

　
　

一
億
九
、
六
八
八
万
八
千
円

・
前
期
高
齢
者
交
付
金

　
　
　
　

五
億
二
〇
四
万
九
千
円

・
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金

　
　

一
億
二
、
五
二
五
万
七
千
円

・
人
件
費
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

四
、
九
一
八
万
円

・
出
産
育
児
一
時
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　

六
三
〇
万
円

・
財
政
安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金

　
　
　
　

三
、
三
九
四
万
三
千
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

八
、
五
〇
〇
万
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
老
人
保
健

２０

特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
医
療
諸
費

　
　

二
億
九
、
五
四
五
万
三
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

　

・
支
払
基
金
交
付
金

　
　

一
億
五
、
一
八
八
万
三
千
円

・
国
県
支
出
金

　
　

一
億
一
、
九
六
四
万
三
千
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　

二
、
五
四
六
万
七
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
住
宅
新
築

２０

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
公
債
費

　
　
　
　

一
、
三
一
六
万
八
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
貸
付
金
元
利
収
入

　

八
九
〇
万
円

・
県
支
出
金　

一
四
六
万
四
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
給
与
集
中

２０

管
理
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

歳
出
の
内
容

・
給
与
費

　

一
四
億
四
、
三
二
七
万
五
千
円

　

歳
入
の
内
容

・
給
与
振
替
収
入

　

一
四
億
四
、
三
二
七
万
五
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２０

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金

　
　

二
億
四
、
三
七
二
万
七
千
円

・
総
務
費

　
　
　
　

一
、
一
八
一
万
一
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

一
億
九
、
九
七
六
万
二
千
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　

五
、
六
六
四
万
二
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
介
護
保
険

２０

特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

・
表
１
の
と
お
り

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
総
務
費

　
　
　
　

一
億
三
五
九
万
七
千
円

・
保
険
給
付
費

　

一
八
億
四
、
〇
二
〇
万
一
千
円

・
地
域
支
援
事
業
費

　
　
　
　

五
、
〇
三
一
万
二
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
介
護
保
険
料

　
　

三
億
三
、
二
四
九
万
八
千
円

・
国
県
支
出
金

　
　

七
億
一
、
三
三
一
万
八
千
円

・
支
払
基
金
交
付
金

　
　

五
億
七
、
四
〇
五
万
三
千
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　

三
億
六
、
八
四
九
万
五
千
円

（２）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号

当

初

予

算

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
町
議
会
を
３
月
７
日
か
ら
３
月　

日

２０

１９

ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

１３

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
可
決　

議
案
、
修
正
可
決

２６

１
議
案
で
し
た
。

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり

議
会
だ
よ
り



●
平
成　

年
度
石
井
町
一
般
会
計

１９

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額

△
二
億
二
四
二
万
七
千
円

　

予
算
の
総
額

七
二
億
二
、
八
九
七
万
一
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
減
債
基
金
積
立
金　

二
千
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

△
二
、
〇
二
四
万
四
千
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業

△
一
、
九
〇
九
万
六
千
円

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

△
一
、
七
二
八
万
円

主
な
歳
入
の
内
容

・
町
税　
　
　

四
、
〇
九
〇
万
円

・
地
方
交
付
税　
　
　

四
千
万
円

・
県
支
出
金

△
一
、
四
二
六
万
円

・
繰
入
金

　

△
二
億
六
、
七
四
八
万
九
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
国
民
健
康

１９

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

補
正
額

△
九
七
万
七
千
円

　

予
算
の
総
額

二
九
億
五
、
八
〇
二
万
九
千
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
一
般
及
び
退
職
被
保
険
者
診
療

報
酬
給
付
費△

三
、
三
〇
〇
万
円

主
な
歳
入
の
内
容

・
療
養
給
付
費
等
交
付
金

△
三
、
〇
五
七
万
九
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
住
宅
新
築

１９

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額

四
九
五
万
五
千
円

　

予
算
の
総
額

二
、
〇
五
九
万
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
元
金
償
還
金
五
〇
六
万
九
千
円

主
な
歳
入
の
内
容

・
貸
付
金
元
利
収
入

　

三
九
〇
万
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
給
与
集
中

１９

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

補
正
額

△
一
、
四
八
四
万
二
千
円

　

予
算
の
総
額

一
三
億
九
、
四
四
七
万
円

　

歳
出
の
内
容

・
給
与
費
△
一
、
四
八
四
万
二
千
円

　

歳
入
の
内
容

・
給
与
振
替
収
入

△
一
、
四
八
四
万
二
千
円

（３） 平成２０年５月１５日　第１４２号広 報 い し い

補

正

予

算

《表２》平成２０年度一般会計主な歳出

予算額（千円）主 な 事 務 事 業 名区　分

64,304議員報酬及び期末手当議会費

668,555
国民健康保険・老人保健・介護保険・
後期高齢者医療・住宅新築資金等貸
付事業の各特別会計繰出金民生費

3,900浦庄・高川原保育所耐震化推進事業

170,566し尿処理施設管理費

衛生費

98,194一般廃棄物最終処分場施設管理費

94,500一般廃棄物収集運搬業務委託料

77,683塵芥処理事業

39,480合併処理浄化槽設置整備事業補助金

26,817健康診査費

5,006転作推進事業農林水
産業費 8,168地籍調査事業

8,564石井町商工会運営事業商工費

39,942石井駅・山路線街路新設事業

土木費

81,466町道新設改良事業

16,200道路維持修繕事業

14,000河川等新設改良事業

20,700木造住宅耐震関係事業

319,359名西消防組合負担金消防費

128,847いしいドーム運営管理事業

教育費

91,656学校給食センター賄い材料・燃料費

15,530小学校耐震化推進事業

27,030中学校教育用コンピュータ構築事業

23,388浦庄町民体育館整備事業

9,139「阿波国分尼寺跡」史跡整備事業

1,097,982公債費公債費

※注１　資本的収支の差引不足額は、当年度分損
益勘定留保資金64,592,000円及び、減債積立金
84,783,000円で補てん

前年度比予算の総額（千円）会計名

1.1%減7,173, 100一 般 会 計

1.7%増2,824,158
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

90.4%減297,000
老 人 保 健
特 別 会 計

12.8％減13,639
住 宅 新 築 資 金
等 貸 付 事 業
特 別 会 計

1.8%減1,443,275
給 与 集 中 管 理
特 別 会 計

皆　増256,410
後期高齢者医療
特 別 会 計

4.2%増2,001,995
介 護 保 険
特 別 会 計

0.07%増497,826収入
収
益
的

水 道 事 業 会 計
（※注１）

7.0%減436,167支出

増減なし19,300収入
資
本
的

2.7%増168,675支出

《表１》平成２０年度各会計別当初予算



●
平
成　

年
度
石
井
町
介
護
保
険

１９

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額

△
四
、
〇
三
九
万
八
千
円

　

予
算
の
総
額

二
〇
億
四
、
八
七
九
万
円

　

主
な
歳
出
の
内
容

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

△
三
、
六
〇
〇
万
円

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付

費　
　
　

△
一
、
四
〇
〇
万
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
一
般
会
計
繰
入
金

△
二
、
〇
二
四
万
四
千
円

・
国
庫
支
出
金△

九
三
七
万
九
千
円

・
支
払
基
金
交
付
金

△
一
、
一
九
九
万
九
千
円

●
平
成　

年
度
石
井
町
一
般
会
計

１９

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
額

一
億
七
五
七
万
六
千
円

　

予
算
の
総
額

七
三
億
三
、
六
五
四
万
七
千
円

　

歳
出
の
内
容

・
高
川
原
小
学
校
北
校
舎
耐
震
改

修
・
大
規
模
改
造
事
業

　

一
億
七
五
七
万
六
千
円

　

主
な
歳
入
の
内
容

・
国
庫
補
助
金

　

四
、
七
一
三
万
四
千
円

●
石
井
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
後
期

２０

高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お
い
て
行

う
事
務
、
保
険
料
を
徴
収
す
べ
き

被
保
険
者
、
普
通
徴
収
に
係
る
保

険
料
の
納
期
そ
の
他
保
険
料
の
徴

収
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０

　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に
お
け

２１

３１

る
町
長
の
給
料
を　

％
、
副
町
長

２０

及
び
教
育
長
の
給
料
を　

％
減
じ

１５

て
支
給
す
る
た
め
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
特
殊

２０

勤
務
手
当
の
う
ち
清
掃
手
当
及
び

保
育
手
当
を
廃
止
す
る
た
め
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
特
殊

２０

勤
務
手
当
の
う
ち
保
育
手
当
を
廃

止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
公
の
施
設
の
管

理
を
行
わ
せ
る
と
き
の
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
た

め
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

国
民
健
康
保
険
税
を
老
齢
等
年

金
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
た
め

の
規
定
を
定
め
る
た
め
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

療
養
の
給
付
を
受
け
る
被
保
険

者
の
一
部
負
担
金
の
負
担
割
合
等

を
改
め
る
た
め
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

町
営
住
宅
の
入
居
等
に
際
し
暴

力
団
員
の
排
除
規
定
等
を
定
め
る

た
め
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に

対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

医
療
費
助
成
の
対
象
か
ら
除
外

す
る
者
の
規
定
を
改
め
る
た
め
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
率
の
激
変
緩
和
措

置
が
延
長
さ
れ
た
た
め
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
公
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
公
園
施
設
の
管

理
を
行
わ
せ
る
た
め
の
必
要
な
事

項
等
を
定
め
る
た
め
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
公
民
館
の
管
理

を
行
わ
せ
る
た
め
の
必
要
な
事
項

等
を
定
め
る
た
め
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
高
田
義
弘
氏

の
任
期
が
平
成　

年
６
月　

日
で

２０

３０

満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任
と
し

て
同
氏
を
再
推
薦
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

  
不
採
択

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
等
に
関

す
る
請
願
書

（４）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

人　
　
　
　
　

事

　

請
願
と
は
、
町
民
が
町
政
な

ど
に
つ
い
て
議
会
に
直
接
要
望

で
き
る
制
度
で
す
。
請
願
に
は
、

紹
介
議
員
の
署
名
が
必
要
で
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
慎
重
に

審
議
し
、
本
会
議
で
最
終
的
な

結
論
（
採
択
・
不
採
択
）
が
出

さ
れ
ま
す
。

請　
　
　
　
　

願

 
請
願
っ
て
何
だ
ろ
う
？

議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会

のののののののののの

豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆

知知知知知知知知知知

識識識識識識識識識識

議 
会 
の 
豆 
知 
識



子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育
てててててててててて
支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援

子
育
て
支
援

●
妊
婦
一
般
健
診

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
公
費

２０

負
担
で
の
健
康
診
査
回
数
を
５
回

に
拡
充
し
ま
す
。

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
つ
こ

と
を
目
的
と
し
、
平
成　

年
４
月

２０

２
日
生
ま
れ
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
保
護
者
に
、
絵
本
を
手
渡
し

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
楽
し
む
時
間

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

●
乳
児
全
戸
訪
問
事
業

　
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）

　

平
成　

年
６
月
１
日
以
降
に
出

１９

産
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
同
年

　

月　

日
か
ら
訪
問
指
導
を
実
施

１０

１０

し
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
度
も

２０

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

　

入
院
・
通
院
と
も
０
歳
か
ら
７

歳
未
満
児
ま
で
が
助
成
対
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
４

２０

月
１
日
よ
り
町
単
独
事
業
と
し
て

助
成
対
象
を
９
歳
未
満
児
に
ま
で

拡
大
し
ま
す
。

●
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

徳
島
市
を
拠
点
と
し
、
小
松
島

市
・
勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
・
神

山
町
・
石
井
町
の
６
市
町
村
が
広

域
で
実
施
し
、
子
育
て
世
帯
の
仕

事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校
教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育
関関関関関関関関関関
係係係係係係係係係係

学
校
教
育
関
係

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
発
達

障
害
を
含
む
様
々
な
障
害
の
あ
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
校
生
活
上

の
介
助
や
学
習
活
動
上
の
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
図
書
の
整
備

　

図
書
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
高

浦
中
学
校
、
高
川
原
小
学
校
の
図

書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
教
育
の
充
実

　

石
井
中
学
校
・
高
浦
中
学
校
教

育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
を
行

い
情
報
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

放放放放放放放放放放
課課課課課課課課課課
後後後後後後後後後後
子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
を
石

井
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
図
書

室
で
授
業
終
了
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
教
科
学
習
を
主
と
し
て
年

間　

日
程
度
開
催
す
る
よ
う
計
画

１５０
し
て
い
ま
す
。

国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業

国
民
健
康
保
険
事
業

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

７４

の
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
生
活
習

慣
病
予
防
の
徹
底
を
図
る
た
め
特

定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
、
そ
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め

の
指
導
を
行
い
、
糖
尿
病
等
の
有

病
者
・
予
備
軍
を
減
少
さ
せ
将
来

的
に
医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
　

歳
以
上
の
者
が
加
入
す
る
新

７５
た
な
医
療
制
度
「
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」
が
、

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

２０

れ
ま
し
た
。
３
月
１
日
の
住
民
デ

ー
タ
を
基
に
、
広
域
連
合
で
被
保

険
者
証
が
作
成
さ
れ
石
井
町
よ
り

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
被
保
険
者

証
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

制
度
の
概
要
、
内
容
等
に
つ
い
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路
整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備

道
路
整
備

●
都
市
・
地
域
整
備
局
所
管
補
助
事

業
石
井
駅
山
路
線
街
路
新
設
事
業

　

昭
和　

年
か
ら
都
市
計
画
道
路

５８

と
し
て
整
備
を
す
す
め
、
平
成　
１９

年
３
月　

日
よ
り
石
井
駅
前
か
ら

３１

国
道　

号
線
ま
で
の
区
間
の
暫
定

１９２

供
用
が
開
始
と
な
り
、
全
線
開
通

長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

長
寿
医
療
制
度

（（（（（（（（（（
後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
））））））））））

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

し
ま
し
た
。

●
町
単
独
事
業

　

幹
線
道
路
の
拡
幅
整
備
を
図
り
、

地
域
に
密
着
し
た
生
活
道
路
を
整

備
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
の
確

保
、
路
面
の
良
好
な
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

公公公公公公公公公公
共共共共共共共共共共
施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
のののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震
化化化化化化化化化化

公
共
施
設
の
耐
震
化

●
学
校
施
設
の
耐
震
化

　

高
川
原
小
学
校
北
校
舎
耐
震
改

修
お
よ
び
大
規
模
改
造
事
業
は
、

交
付
金
の
支
給
額
お
よ
び
起
債
の

充
当
率
が
有
利
に
な
る
た
め
平
成

　

年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

１９ま
た
、
石
井
小
学
校
耐
震
化
推
進

事
業
を
平
成　

年
度
よ
り
実
施
し
、

２０

南
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
耐
震
診

断
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
耐
震
化

　

保
育
所
・
役
場
庁
舎
・
橋
梁
な

ど
学
校
施
設
以
外
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
も
、
耐
震
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
のののののののののの
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく
りりりりりりりりりり

防
災
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
防
災
の
核
と
な
る
自
主
防

災
組
織
の
組
織
率
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震

化
推
進
事
業
を
積
極
的
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前前前前前前前前前前
納納納納納納納納納納
報報報報報報報報報報
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

前
納
報
奨
金
制
度

　

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る

市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
納
税
意

識
の
向
上
や
早
期
に
税
金
が
確
保

で
き
る
と
い
う
効
果
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
平
成　

年
度
も
継
続
し

２０

て
実
施
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平
等等等等等等等等等等
なななななななななな
業業業業業業業業業業
者者者者者者者者者者
利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用

平
等
な
業
者
利
用

　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
・

車
検
・
事
務
用
品
の
購
入
な
ど
の

際
は
、
町
内
業
者
を
平
等
に
利
用

し
、
発
注
が
特
定
の
業
者
に
集
中

し
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

いいいいいいいいいい
しししししししししし
いいいいいいいいいい
ドドドドドドドドドド
ーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムム
のののののののののの
運運運運運運運運運運
営営営営営営営営営営
状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況

い
し
い
ド
ー
ム
の
運
営
状
況

　

１
月
末
ま
で
の　

カ
月
間
の
利

１０

用
状
況
は
、　

日
間
で　

万 

１

２５７

１３

３
１
人
、１
日
平
均　

人
で
し
た

５１８

使
用
料
収
入
は 

５
０
４
万 

７
４
０
円
で
昨
年
よ
り
も
減
少
し

て
い
ま
す
。支
出
は
、燃
料
費
お
よ
び

運
営
委
託
料
の
減
額
に
よ
り
昨
年

度
に
比
べ
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定
管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理
者者者者者者者者者者
制制制制制制制制制制

指
定
管
理
者
制
度度度度度度度度度度
のののののののののの
導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入

度
の
導
入

　

い
し
い
ド
ー
ム
、
中
央
公
民
館

に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
可
能
に
す
る
た
め
の
条
例
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

両
施
設
の
運
営
の
健
全
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

，３

，８

，２

（５） 平成２０年５月１５日　第１４２号広 報 い し い

町

政

の

概

要



と　

き　

５
月　

日
（
日
）

２５

午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

吉
野
川
大
橋
下
流
南
岸

河
川
敷

〔
水
防
演
習
の
主
な
内
容
〕

◆
水
防
訓
練

◆
避
難
訓
練

◆
人
命
救
助
訓
練

◆
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

　

当
日
は
、
地
震
体
験
・
降
雨
体

験
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
徳
島
河
川
国
道
事
務
所

℡
６
５
４
―
９
２
６
６

※
徳
島
県
河
川
課

℡
６
２
１
―
２
５
７
１

対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
等
で
あ
っ
て
就
業

と
自
立
に
意
欲
の
あ
る

者

と
こ
ろ　

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

就
職
準
備
・
離
転
職
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

５
月　

日
２０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
譛
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

℡
６
５
４
―
７
４
１
８

試
験
の
区
分

行
政
事
務
／
税
務
／
機
械
／
土
木

／
林
業
／
皇
宮
護
衛
官
／
刑
務
官

／
入
国
警
備
官

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
「
試
験

の
区
分
」
は
１
つ
に
限
る

受
験
資
格　

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

４３

　
　
　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

５４

受
付
期
間

　

６
月　

日
〜
７
月
１
日

２４

試
験
日

　

第
１
ス
テ
ー
ジ　

９
月
７
日

（
試
験
問
題
は
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。）

第
２
ス
テ
ー
ジ
は
各
府
省
で
実
施

し
ま
す
。

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月
中
旬

配
布
予
定
の
受
験
案
内
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.jinji.go.jp/

）

に
も
詳
細
情
報
が
順
次
掲
載
さ
れ

ま
す
。

※
人
事
院
四
国
事
務
局

℡
０
８
７
―
８
３
１
―
４
７
６
５

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、「
育
児
の
応
援
を

依
頼
し
た
い
」、「
少
し
育
児
の
応

援
が
で
き
る
」
と
い
う
人
が
会
員

登
録
し
、
地
域
の
な
か
で
育
児
の

相
互
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。

●
依
頼
会
員
（
育
児
の
応
援
を
依

頼
し
た
い
人
）

　

０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
の
子
育
て
の
応
援
を
受

け
た
い
人

●
提
供
会
員
（
育
児
を
応
援
で
き

る
人
）

　

子
育
て
の
応
援
が
し
た
い
、
で

き
る
人
。
資
格
・
経
験
・
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
３
時
間
程
度
の

講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
料
金
（
報
酬
）

　

月
〜
金　

７
時
〜　

時
２１

　
　
　
　
　
　

１
時
間
７
０
０
円

　

そ
れ
以
外　

１
時
間
８
０
０
円

★
依
頼
会
員
が
提
供
会
員
に
直
接

料
金
を
支
払
い
ま
す
。

※
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー℡

６
１
１
―
１
５
５
１

※
福
祉
生
活
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
６

　

平
成　

年
１
月
、
上
場
会
社
の

２１

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
！

●
株
券
の
電
子
化
に
よ
り
、
上
場

会
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株

主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理

さ
れ
ま
す
。

●
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化

に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
株

券
電
子
化
の
実
施
前
ま
で
に
名
義

書
換
が
必
要
で
す
。

※
日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済
制

度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

℡
０
３
―
３
６
６
７
―
４
５
０
０

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年

２０

度
更
新
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
？
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
す
み
や
か
に
申
告
・
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
限

　
　

５
月　

日
（
火
曜
日
）

２０

※
徳
島
労
働
局

℡
６
５
２
―
９
１
４
３

　

次
の
①
〜
④
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
場
合
は
、　

月
か
ら
国

１０

民
健
康
保
険
税
が
国
保
世
帯
主
の

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

①
国
保
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を

除
く
）
と
世
帯
内
の
国
保
被
保
険

者
全
員
が　

歳
以
上　

歳
未
満

６５

７５

※
擬
制
世
帯
主
と
は
…
国
保
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
主

②
国
保
世
帯
主
が
年
額　

万
円
以

１８

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る

③
国
保
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と

国
民
健
康
保
険
税
の
合
算
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

④
国
保
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る 

（６）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号
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し
・
講
習

吉
野
川
・
那
賀
川
合
同
水
防
演
習

就

業

支

援

講

習

会

事

業

主

の

方

へ

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

と　

き　

６
月
８
日
〜
９
月　

日
２８

　
　
　
　

演
習
７
日
・
実
習
４
日

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
昼
間
）

と　

き　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

ワ
ー
ド

５
月　

日
〜
６
月
５
日
の
６
日
間

２８

ワ
ー
ド
検
定

６
月
６
日
〜　

日
の
６
日
間

１８

申
込
締
め
切
り　

５
月　

日
２０

募　
　
　

集

平
成　

年
度
国
家
公
務
員

２０

中
途
採
用
者
選
考
試
験

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
！

暮　

ら　

し

株

券

が

電

子

化

に

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら

天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
ま
す



■
納
期
（
平
成　

年
度
の
み
）

２０

　

１
期
（
７
月
）、
２
期
（
８
月
）、

３
期
（
９
月
）
は
普
通
徴
収
（
こ

れ
ま
で
と
同
じ
）
で
す
。
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
は
、　

月
・　

月
・

１０

１２

翌
年
２
月
の
３
回
に
な
り
ま
す
。

※
税
務
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
５

　

石
井
町
で
は
、
前
方
不
注
視
や

安
全
不
確
認
が
原
因
に
よ
る
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
す
る
際
は
、
常
に
気
持
ち

に
ゆ
と
り
を
持
ち
安
全
運
転
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

※
石
井
警
察
署

℡
６
７
４
―
０
１
１
０

　

平
成　

年
度
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

１９

排
ガ
ス
・
焼
却
灰
・
飛
灰
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
検
査
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
と
も
、
徹
底
し
た
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
に
努
め
、
ゴ
ミ
の
適

正
な
焼
却
処
理
お
よ
び
法
定
基
準

値
内
で
の
運
転
管
理
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４
―
６
８
４
２

　

現
在
、　

歳
（
一
定
の
障
害
が

７５

あ
る
方
は　

歳
）
以
上
の
方
に
一

６５

人
一
枚
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
り
ん
ど
う
色
）」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成

　

年
７
月　

日
と
な
っ
て
い
ま
す

２１

３１

が
、
平
成　

年
８
月
に
平
成　

年

２０

２０

度
所
得
に
基
づ
き
、
負
担
区
分

（
１
割
ま
た
は
３
割
）
を
再
判
定

し
ま
す
。

　

負
担
区
分
が
変
更
に
な
る
方

　

７
月
末
ま
で
に
新
た
な
負
担
区

分
を
記
載
し
た
被
保
険
者
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
古
い
被
保
険
者
証

を
長
寿
社
会
課
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

　

負
担
区
分
が
変
更
に
な
ら
な
い
方

　

新
た
に
被
保
険
者
証
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の

被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
在
お
持
ち
の「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
平
成　

年
７
月　

日
ま

２０

３１

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２０

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
証
を
お
持
ち
の
方
で
認

定
対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に

お
知
ら
せ
を
送
付
す
る
の
で
更
新

申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
方
に
は
、
対
象
者
に
４
月
１

日
付
け
で
保
険
料
の
仮
徴
収
額
の

通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
な
い
方
に
は
、
保
険
料
が
確
定

し
た
後
（
８
月
初
旬
頃
）
に
、
保

険
料
の
確
定
額
の
通
知
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。
保
険
料
の
納
付
は
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は　

月
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

１０

方
は
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

納
付
方
法
は
個
人
ご
と
に
条
件
が

違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
長
寿
社
会

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
に
関
す
る
各
種
申
請

や
届
出
は
長
寿
社
会
課
窓
口
へ
お

願
い
し
ま
す
。

※
長
寿
社
会
課

℡
６
７
４
―
６
１
１
１

（７） 平成２０年５月１５日　第１４２号広 報 い し い

平成１９年中石井町内での事故

18年対比
－36件

233件
人 身 事 故
発 生 件 数

18年対比
－2人

１人死 者 数

18年対比
－42人

296人傷 者 数

石
井
署
だ
よ
り

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

＊飛灰の基準値は薬剤処理を行い、セメントで固形化しているので対象外です。
　ダイオキシン類の単位の説明　①ナノグラム（ng）＝１０億分の１グラム
　②TEQ＝毒性等量（一番毒性の強いダイオキシンに換算した値）

H19年度H18年度
基準値
(許容限度)

調査内容（単位）
焼　

却　

施　

設

0.260.04110
排ガス
（ng-TEQ/m3N）

0.000550.00000753焼却灰（ng-TEQ/g）

0.481.00＊飛灰（ng-TEQ/g）

　

自
己
負
担
割
合
の
再
判
定
に
つ
い
て

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

　

各
種
届
出
や
申
請
に
つ
い
て

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）か
ら
の
お
知
ら
せ

「
石
井
町
っ
て
ど
ん
な
町
。」

「
石
井
町
の
名
産
や
お
い
し
い

食
べ
物
っ
て
何
だ
ろ
う
。」

「
石
井
町
の
観
光
地
っ
て
ど
こ

だ
ろ
う
。」

　

こ
ん
な
事
を
み
ん
な
で
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
答

え
は
必
ず
見
つ
か
り
ま
す
。

　

町
民
み
ん
な
が
誇
れ
る
町
、

町
外
の
方
が
訪
れ
て
み
た
い
、

住
み
た
い
町
を
目
指
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
多
く
の
お
金
を
使

っ
て
ハ
ー
ド
面
（
い
し
い
ド
ー

ム
、
飯
尾
川
公
園
、
前
山
公
園
、

し
尿
処
理
場
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
な
ど
）
の
整
備
を
進
め
、

施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
町
民
み
ん
な
が

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
に
ソ
フ
ト
事
業
に
お
金

を
使
う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
何

を
す
れ
ば
町
民
の
た
め
に
な
る

か
、
何
を
一
番
に
す
る
べ
き
か

を
考
え
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

町長コラム
石
井
町
の
こ
と
を

石
井
町
の
こ
と
を

考
え
て
み
よ
う

　
　

考
え
て
み
よ
う

石
井
町
長

石
井
町
長　

河
野
俊
明

河
野
俊
明



（８）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号

いしい

スナップ

３月３日、浦庄小全児童が空き缶リサイクル
に取り組み、その資金で購入した車いす１台
を町社会福祉協議会に寄贈してくれました。

３月２日、前山公園グラウンドとその周辺にて
町民マラソン・ウォーキング大会が開催され、参
加者は爽やかな汗を流していました。

マラソン・ウォーキング大会車 い す 寄 贈

写真撮影会盆栽審査会金賞

藤　ま　つ　り

藤棚

４月１９日から５月６日にかけて、毎年恒例の「藤まつり」が開催されました。紫藤の藤棚は、今年も見事に花を咲かせ、来場者
の目を楽しませていました。期間中は、藤の盆栽審査会・写真撮影会・フリーマーケットなどのイベントも行われました。

４月９日、キルギス共和国特命全権大使
が、日本との交流促進と農業の視察のた
め来県し、譁ウインナークラブの豚肉加
工工場を見学しました。

農業大学校（４月３日）
桜のトンネルは県内有数の桜の名所とし
て知られています。

前山公園（４月１２日）
家族連れなど花見客が訪れていました。
（遠藤達郎さんからの投稿）

お花見シーズン到来 キルギス共和国大使訪問

４月７日、フジグラン石井に
て春の交通安全運動キャンペ
ーンが行われました。

３月３０日、前山公園で石井町
農業フェアが開催され、農産
物の直売や楽しいイベントで
にぎわいました。

３月８日、石井町中央公民館
で外国人英語指導助手らによ
る英語ミュージカルがありま
した。楽しい物語でした。

３月３１日、石井駅前から国道１９２
号線までの区間の暫定供用が始
まり、石井駅山路線が全線開通
しました。

春の交通安全運動 石井町農業フェア 英語ミュージカル石井駅山路線開通



（９） 平成２０年５月１５日　第１４２号広 報 い し い

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
医
療
制

２０

度
改
革
に
よ
り
、
基
本
健
康
診
査

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
従
来
実
施
し
て

い
た
健
康
診
査
の
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

　

今
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
各

公
民
館
で
春
の
総
合
健
診
（
基
本

健
康
診
査
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
結

核
健
康
診
断
、
大
腸
が
ん
検
診
）

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
は
、
各
種
が
ん
検

２０診
の
み
を
春
の
集
団
検
診
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
が
ん
検
診
を
受
け
ら

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

石
井
町
の
平
成　

年
度
が
ん
検

１９

診
受
診
率
は
、
胃
が
ん 
９
・
１
％
、

肺
が
ん 　

・
９
％
、
大
腸
が
ん 

１５

８
・
５
％
、
乳
が
ん 
５
・
７
％
、

子
宮
が
ん 
８
・
１
％
と
低
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。（
図
１
）

　

特
に
子
宮
が
ん
は
、
石
井
町
の

女
性
の
が
ん
で
の
死
亡
原
因
の
第

２
位
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
受
診

率
が
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

　

さ
ら
に
、
受
診
さ
れ
た
方
の
う

ち
約　

％
が
要
精
密
・
要
観
察
と

２０

判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

年
代
別
で
は
、　

歳
代
、　

歳

２０

３０

代
の
受
診
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
平

成　

年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
で
、

１９
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
方
の

半
分
を　

歳
代
、　

歳
代
の
若
い

２０

３０

世
代
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
頸
が
ん

と
子
宮
体
が
ん
の
２
種
類
あ
り
、

若
い
世
代
に
増
え
て
き
て
い
る
の

が
、
子
宮
頸
が
ん
で
す
。

●
子
宮
頸
ガ
ン

　

最
近
で
は
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が

引
き
金
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

若
年
世
代
で
発
見
さ
れ
る
人
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
石
井
町
の
結
果

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
子
宮
体
が
ん

　

こ
れ
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関

係
が
深
く
、
閉
経
前
後
の
方
に
多

い
で
す
。
し
か
し
、
食
生
活
の
欧

米
化
、
特
に
脂
質
の
摂
取
量
の
増

加
に
よ
り
、
子
宮
体
が
ん
も
若
年

化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

の
で
す
が
、
子
宮
が
ん
は
、
初
期

に
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

歳
２０

以
上
の
方
を
対
象
に
、
２
年
に
１

回
の
隔
年
受
診
と
な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
の
該
当
と
な
っ
て
い
る
年
に

は
、
必
ず
検
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
度
は
、
各
種
が
ん
検
診
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

健康メモ
がん検診を受けよう！

0 10 20 30 40 50 60

52.5％

15.9％15.9％15.9％

9.1％9.1％9.1％

8.5％8.5％8.5％

8.1％8.1％8.1％

5.7％5.7％5.7％

（％）

基本健康診査

肺がん

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

表１　石井町がん部位別死亡順位 図１　平成１９年度健診受診率

女　　性男　　性　

肺がん（5人）肺がん（15人）第１位

子宮がん（3人）胃がん（8人）第２位

胆管・胆嚢がん（3人）大腸・直腸がん（4人）第３位

図２　子宮がん検診受診率および結果

8.1％

91.9％ 受診者

未受診

異常なし

要観察

要精密

0.8％

19.8％

79.4％

子宮がん受診率 子宮がん検診結果



（１０）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号

　○に入る言葉は何でしょう。

【問１】平成２０年度一般会計当初予算額は○○億７,３１０万円です。

【問２】平成１９年中に石井町内で起こった人身事故発生件数は

　　　　○○○件でした。

　　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により６月１３日（金曜日）役場必着でご応募下さい。

　抽選で５名の方に１,０００円の図書カードを進呈します。
� �����������������

　　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドををををををををををををををををををををを当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当てててててててててててててててててててててよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報クククククククククククククククククククククイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ図書カードを当てよう！広報クイズ

※記載例
　

【問１】－○○億
【問２】－○○○件
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

乳
幼
児
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、

２０

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
対

象
が
０
〜
７
歳
未
満
児
か
ら

０
〜
９
歳
未
満
児
に
拡
大
に

な
り
ま
し
た
。

　

転
入
の
方
、
平
成　

年
４

２０

月
２
日
以
降
に
７
歳
に
な
る

お
子
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
は
申
請
の
手
続
き
に
お
越

し
下
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
６
７
４
―
０
０
０
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

相
談
日　

５
月　

日
・　

日

２７

２８

と　

き　

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
実
習
室

募
集
人
数　

先
着　

名
１０

申
込
期
限　

５
月　

日
貂
ま
で

２０

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
「
○

○
○
の
事
」（
そ
の
程
度
で
結

構
で
す
）
等
を
電
話
で
総
務

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
方
法　

弁
護
士
が
個
別

に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き　
３０

分
程
度
で
す
。

※
総
務
課

　

℡
６
７
４
―
１
１
１
１

さ
く
ら
保
育
園
で

    
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
か

　

石
井
町
で
子
育
て
し
て
い

る
お
母
さ
ん
達
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す
よ
！

　

ま
ず
は
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

※
さ
く
ら
保
育
園
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
６
７
５
―
０
９
８
０

杉本謙太郎さん（白鳥）

佐々木瞭さん（石井） 佐々木駿さん（石井） 佐々木誠さん（石井） 久米ミエ子さん（市楽）

イ
ラ
ス
ト
紹
介

　

必
ず
黒
の
油
性
ペ
ン
で

　
　
　
　
　

書
い
て
ね
！

ふれあい広場

みんなの
ページだよ！

１月号の当選者（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※１月号の答え　「①７４億　②３月１７日」
河野陽子　喜多盛　田村禎治　吉村治代（石井）、片山賢一　後藤カツヱ（東高原）、中西政男（池北）
森直子（中島）、堀岡蒼（天神）、澁田裕（市楽）　
１月号の応募総数は６６通でした。当選者の皆さんおめでとうございます。
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応　

募　

方　

法

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
（
３
歳
前

後
・
写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
―
一

石
井
町
役
場

　
　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
お
い
し
い

　
　
　

野
菜
を
育
て
よ
う
！

　

野
菜
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
付
け
て
小
学
生
・
中
学

生
に
配
布
し
ま
す
。
収
穫
で

き
た
野
菜
の
個
数
や
感
想
な

ど
を
審
査
し
、
優
秀
賞
２

名
・
名
人
賞
５
名
を
決
め
ま

す
。（
そ
の
他
に
も
賞
は
あ

り
ま
す
。）

〈
プ
ラ
ン
タ
ー
苗
配
布
日
〉

　

５
月　

日
・　

日

１７

１８

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

〈
参
加
料
〉
無
料

〈
場
所
〉

・
四
季
彩
石
井
店

（
徳
島
鴨
島
バ
イ
パ
ス
沿
い
）

・
四
季
彩
応
神
店

（
徳
島
北
環
状
線
沿
い
）

〈
配
布
品
目
〉
キ
ュ
ウ
リ
・
枝
豆

　

先
着　

個
４００

　
（
各
店
舗　

個
ず
つ
）

２００

※
詳
し
く
は
、
竹
内
園
芸
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.takeuchi-yasai

nae.com
/

四
季
彩
各
店
ま
た
は
安
藤
ま
で

℡
０
９
０
│
９
０
６
８
│
６
５
９
４

ほ
し
柿
が

　

ゆ
れ
る
の
き
下

　
　

夢
の
中

　

満
面
の
笑
み

　
　

ほ
お
ば
る
あ
な
た

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

物
忘
れ

　

消
費
期
限
と

　
　

さ
と
り
つ
つ

　

押
し
く
る
よ
わ
い

　
　

な
す
す
べ
も
な
し

井
上
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

健
康
を

　

保
つ
毎
日

　
　

手
の
ひ
ら
を

　

と
じ
て
は
開
き

　
　

春
を
ま
つ

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

お
ひ
な
さ
ま

　

お
目
覚
め
さ
れ
て

　
　

ひ
な
だ
ん
へ

　

ぼ
ん
ぼ
り
燈
す

　
　

孫
の
微
笑
み

中
山
幸
子
さ
ん
（
関
） 

初
対
面

　

ド
ー
ム
の 
貴  
女 
と

き 

み

　
　

遍
路
旅

　

幾
山
坂
や

　
　

越
え
て
親
し
き

松
島
秀
子
さ
ん
（
石
井
）

雪
解
け
て

　

軒
に
つ
ら
ら
の

　
　

の
れ
ん
か
な

桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
浦
）

線
路
土
手

　

タ
ン
ポ
ポ
咲
い
て

　
　

春
告
げ
る

後
藤
カ
ツ
ヱ
（
東
高
原
）

新
緑
に

　

春
一
番
の

　
　

黄
砂
か
な

泉
史
子
さ
ん
（
下
浦
）

澄
み
き
っ
た

　

堰
の
上
に
は

　
　

オ
リ
オ
ン
座

美
馬
秀
一
郎
さ
ん
（
竜
王
）

正
月
や

　

は
ね
つ
き
遊
び

　
　

思
い
出
す

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
） 

梅
の
花

　

寒
さ
知
ら
ず
に

　
　

咲
き
乱
れ

喜
多
盛
さ
ん
（
石
井
）

初
鮎
や

　

今
手
は
見
え
ず

　
　

水
澱
む

野
口
直
之
さ
ん
（
重
松
）

氷
点
下

　

水
を
ま
く
の
は

　
　

や
め
て
ん
か

久
米
徹
さ
ん
（
天
神
）

寒
空
に

　

い
し
い
ド
ー
ム
で

　
　

メ
タ
ボ
な
し

美
馬
康
二
さ
ん
（
竜
王
）

休
日
は

　

昼
近
く
な
る

　
　

朝
ご
は
ん

遠
藤
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

亡
き
母
の

　

面
影
し
の
び

　
　

涙
す
る

吉
岡
悦
子
さ
ん
（
関
）

紙
粘
土

　

お
し
ゃ
べ
り
は
ず
み

　
　

手
お
る
す

北
島
正
子
さ
ん
（
竜
王
）

短
歌
・
俳
句
・

　
　

川
柳
紹
介

〜
読
者
の
方
よ
り
〜

　

石
井
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
２
カ
月
余

り
。
広
報
い
し
い
を
読
む
と
、
石
井
町
民

に
な
っ
た
ん
だ
な
ぁ
…
と
い
う
実
感
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
す
。
石
井
町
の
旧
跡
・
名

所
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
で
す
。

〜
広
報
担
当
よ
り
〜

　

広
報
い
し
い
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
号
か
ら
、「
い
し
い
ス
ナ
ッ
プ
」
と

い
う
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
町
の
話
題

や
名
所
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

お便り紹介



（１２）平成２０年５月１５日広 報 い し い第１４２号

「本人確認「本 」が
法律上のルールとなります。

平成 20 年 5 月 1 日から

などの証明書による「本人確認」を行います。

運転免許証

写真付き住民基本台帳カード

問い合わせ先　住民課　Tel  088-674-1114

1

２

３

戸籍証明書・住民票の写しがほしいのですが…

戸籍の届け出をしたいのですが…

転入・転出の手続きをしたいのですが…

本人確認を行います

本人確認を行います 通知を行います

本人確認を行います 通知を行います

不受理申出を受け付けます

正当な理由を
明示してください

窓口に来られた方について、運転免許証、写真付
き住民基本台帳カードなどの顔写真付きの本人確
認書類（以下「本人確認書類」といいます。）の
提示により、確認を行います。
代理人（※注1）については、さらに、委任状などの
書面により代理権限の確認も行います。

■　顔写真付きの本人確認書類のない方は
健康保険の被保険者証、介護保険の被保険者証、
国民年金手帳、学生証等２種類の提示により確認
を行います。

■　本人等以外の方が戸籍証明書や住民票の写し
等を取得する場合は
自分の権利を行使したり、自分の義務を果たすた
めに戸籍や住民票の内容を確認する必要があるこ
とや、国または地方公共団体の機関に提出する必
要があることなど正当な理由を請求書に詳しく書
くことが必要となります。

■　本人等以外とは
戸籍の場合…戸籍に記載されている方またはその
配偶者、直系の親族以外の方
住民票の場合…自己または自己と同一の世帯に属
する方以外の方

養子縁組、協議離縁、婚姻、協議離婚または認知の届出（以下「縁組等の届出」と
いいます。）について以下の取り扱いが法律上のルールとなります。

転入、転出、転居、世帯変更届について以下の取扱いが法律上のルールになります。

窓口に来られた方について、「本
人確認」を行います。
「本人確認」の方法は①と同様で
す。

窓口に来られた方について、
「本人確認」を行います。
「本人確認」の方法は、①と
同様です。

窓口に来られた方が、縁組み等のご本人
であると確認できなかった場合には、縁
組等の届出が受理されたことをご本人に
通知します。

「本人確認」が出来なかった場合、代理
人による届出が行われたとき、郵便など
により転出届が行われたときは届出者本
人に通知を行います。

自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、縁組み等の届出を受理しないようあら
かじめ町長に申出することが出来ます。不受理申出およびその取り下げは、住民課窓口で行
ってください。その際に「本人確認」を行います。「本人確認」の方法は①と同様です。

（※注１）代理人とは、戸籍証明書の場合は戸籍に記載されている
　　　　　方、又はその配偶者、直系の親族以外、住民票の写し等
　　　　　の場合は、自己又は自己と同一世帯に属する方以外　　

発行／石井町　編集／企画財政課　印刷／板東印刷


